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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

録音機器を協調させて目的音声を聞き分けます 

実環境で収録された音声には、目的

音声とともに雑音（背景雑音や目的

話者以外の音声）が含まれます。こ

こでは、複数の録音機器(ICレコー

ダやパソコン等)を協調させ、これ

らの雑音成分を除去し目的音声をき

れいに抽出する技術※を紹介します。 

（※ＮＴＴ ＭＤ研と協調して研究推進） 

下図のような環境で、全録音機器を

単純に用いて従来技術を動作させて

も、録音機器の特性（例：標本化周

波数）の違いのため、効果的な目的

音抽出はできません。そこで、各録

音機器内で目的音抽出を行い、それ

らの仮説を統合し、より高精度な目

的音抽出を行う方法を開発しました。 

身近にある録音機器を互いに協調さ

せて様々な音声や目的音を効果的に

抽出することができるようになれば、

専用の大きな録音機器を用いずとも、

あらゆる場面できれいな目的音の収

録や、より精度の高い音声認識が可

能となり、音声アプリケーションの

応用範囲が大きく広がります。 
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収録された声：混ざった声 

問題：ICレコーダやパソコン等を使って収録をすると…目的音声以外の雑音も収録される  

課題解決方法：複数の録音機器を協調させて目的音声のみを取り出す 

各機器からの「仮説（＝ある時間・周波数における 

各目的音源の存在確率値）」の統合に基づく 
目的音声抽出フィルタの学習 
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